
地理空間情報に関する北海道地区産学官懇談会 

平成 29 年度 第 3回情報共有会合議事概要 

 

１．日時：平成 29 年 10 月 2 日(月) 15:00～16:30 

 

２．場所：札幌第 1合同庁舎 10 階第 1会議室 

 

３．出席者 29 名 

北海道開発局（5 名）、北海道運輸局、札幌管区気象台（2 名）、第一管区海上

保安本部、陸上自衛隊北部方面総監部、北海道（2名）、札幌市、日本測量協会

北海道支部（2名）、北海道測量設計業協会、北海道産学官研究フォーラム、建

設コンサルタンツ協会北海道支部、北海道 G空間情報技術研究会、日本写真測

量学会北海道支部、Digital 北海道研究会、北海道高度情報化農業研究会、ス

ペーシャリストの会、北海道大学、国土地理院（5名） 

 

４．議事 

（1）屋内測位・屋内ナビゲーション国際セミナー（IPIN2017）の報告 

（2）国土地理院の地図等の利用手続き 

（3）話題提供 

（4）その他 

 

５．配付資料 

（1）事務局 

・議事次第・出席者名簿 

（2）発表資料 

・屋内測位・屋内ナビゲーション国際セミナー（IPIN2017）の報告（北海道産

学官研究フォーラム） 

・国土地理院の地図等の利用手続き（国土地理院北海道地方測量部） 

（3）話題提供 

・全国縦断地理空間情報活用促進セミナー2017in 札幌（北海道 G 空間情報技

術研究会） 

・北海道らしい無電柱化を考えるシンポジウム（スペーシャリストの会） 

・スマート農業シンポジュウム（北海道産学官研究フォーラム） 

・ドローン活用セミナーのご案内（Digital 北海道研究会） 

・北海道アグリ・フードプロジェクト（Digital 北海道研究会） 

 

６．議事概要 

今回の会合は、次の 2課題の発表を行った。 

（1）北海道産学官研究フォーラムより、9 月 18 日～21 日に北海道大学で開催

された第 8 回屋内測位・ナビゲーション国際会議(IPIN2017)の状況について

の報告があった。4月に開催したプレセミナーの概要報告、IPIN2017 の日本語



セミナーの内容や展示ブースの紹介とともに、資料ダウンロードサイトの案

内等が報告された。屋内測位における視覚障害者のための標準化について、い

かにアプローチされているかの質問があり、ワイヤレスや Wi-Fi の観点から

の議論が主であること、詳細は DL 資料を要確認との回答があった。 

（2）国土地理院北海道地方測量部より、国土地理院の地図等の測量成果を利用

する際の手続きについて、基本測量成果や技術資料、ホームページから公開し

ている測量成果等を例にして説明を行った。Web サイトでの画面以上の画像の

考え方や、受験テキストなどに引用されている地図の扱い、内部利用の考え方

などについて質問があり、それぞれの適用ルールについて回答を行った。 

 

７．その他 

北海道 G 空間情報技術研究会より、「全国縦断地理空間情報活用促進セミナ

ー2017in 札幌」の案内が行われた。スペーシャリストの会より、「北海道らし

い無電柱化を考える」シンポジウムの案内が行われた。北海道産学官研究フォ

ーラムより、「スマート農業シンポジュウム」、「ドローン活用セミナーのご案

内」及び「北海道アグリ・フードプロジェクト」の案内がそれぞれ行われた。 

第 4回情報共有会合は、12 月中～下旬に開催予定。 

 


